
今号の主な内容
12／新役員就任あいさつ
34／年度事業計画・収支予算など
　5／老人福祉大学開講
　6／県老連女性委員会総会開催
　7／友愛活動セミナー報告
89／県下各クラブの活動紹介
　�／市町村老連正・副会長会議
　�／高齢者地域リーダー研修会
��／会員の声

玉野市 渋川海岸　写真提供：岡山県

̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第19号

おかやま県老連だより
（通巻88号）
平成30年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長�

吉
田�

建
太
郎

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　

去
る
６
月
15
日
㈮
、
岡
山
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
い
て
次

期
会
長
の
ご
承
認
を
頂
き
ま
し

た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致

し
て
お
り
ま
す
。
能
力
、
体
力
共

に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
気
力

を
高
め
「
健
康
」
に
気
を
つ
け
て
、

誠
心
、
誠
意
頑
張
っ
て
行
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
55
年
の
歴
史
を
有
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
一
貫
し
て

「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
で
あ
り
、

こ
れ
を
土
台
に
今
日
迄
数
多
く

の
実
績
を
積
み
重
ね
て
来
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢

化
社
会
、
人
口
減
少
等
の
大
き

な
社
会
変
化
に
対
応
し
て
、
平

成
26
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

で
は
目
標
を
達
成
す
る
為
、
活
動

の
基
本
理
念
と
し
て「
四
づ
く
り
」

（
健
康
、
地
域
、
生
き
が
い
、
友
達

づ
く
り
）を
提
唱
し
て
、
新
た
な

仲
間
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
又
平
成
29
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
各
市
町
村
で
実
施

さ
れ
て
い
る
総
合
生
活
支
援
事

業
で
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
が
積
極

的
に
介
護
予
防
、
生
活
支
援
の
担

い
手
に
な
る
事
を
大
き
な
目
標

と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
迄
の
…
こ
れ
か
ら
の「
老
人

ク
ラ
ブ
」
活
動
の
大
き
な
目
標
の

一
つ
は「
自
身
の
健
康
づ
く
り
、生

き
が
い
づ
く
り
」で
あ
り
、も
う
一

つ
は「
生
活
支
援
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
」と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
豊
か
で
楽
し
い
生
活
が

続
け
ら
れ
る
地
域
」
又
「
高
齢
者

の
社
会
参
加
に
よ
る
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
地
域
に
寄
与

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
こ

れ
か
ら
の
具
体
的
活
動
、
あ
る
べ

き
姿
は
総
合
事
業
の
推
進
活
動

の
核
と
な
る
「
多
様
な
通
い
の
場

づ
く
り
＝
集
ま
り
の
場
づ
く
り
」

の
推
進
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
「
集
ま
り
の
場
づ
く
り
」
の
実

現
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
活
性
化
、

魅
力
へ
と
繋
が
り
、
地
域
交
流
の

「
絆
」
が
深
ま
り
、
今
、
総
合
事

業
の
終
局
の
目
標
と
な
っ
て
い

る
「
高
齢
者
の
健
康
、生
活
支
援
、

地
域
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い
」

の
実
現
に
大
い
に
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
結
果
と
し

て「
老
人
ク
ラ
ブ
の
当
面
す
る
課

題
で
あ
る
「
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
の

実
現
」「
会
員
の
増
強
」
を
解
決

す
る
「
源
」
と
な
る
事
を
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
我
々
は
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
「
小
さ
な
サ
ロ
ン
づ
く

り
」「
集
ま
り
の
場
づ
く
り
」
に

し
っ
か
り
挑
戦
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
…
。

　

こ
の
社
会
変
化
に
我
が
「
県
老

連
」
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
多
々

あ
り
ま
す
が
「
会
員
増
強
運
動
」

「
総
合
事
業
へ
の
参
画
」
を
活
動

の
大
き
な
柱
と
し
て
積
極
推
進

し
て
行
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
皆
様
方
の
指

導
、
ご
協
力
を
大
い
に
期
待
し
て

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

謹んで７月豪雨災害のお見舞いを申し上げます
このたびの大雨により被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

　一日も早い復旧と、皆様のご健康を心からお祈り申し上げます。

県老連では7月12日㈭緊急に正副会長会議を開き、

災害救援拠金に取り組むことを決定し、直ちに県下の所属市町村老連に協力をお願いしました。

老人クラブ会員を含む被災者と被災老人クラブの救援に全力で取り組んでまいりますので、

元気を出して頑張ってください。

	 	 	 岡山県老人クラブ連合会　役員一同　　　　　　　　　

1　2018 年（平成 30 年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。



７月５日㈭、梅雨前線の影響で雨が降り続く日となりましたが、岡山県老連の新・旧
会長と新副会長で、岡山県の伊原木知事および佐藤・宮地両副知事に就任あいさつ
に出向きました。知事は笑顔で迎えてくださり、席に着いて懇談しました。開口一番、
知事から、「教育」（今日行くところがある）と「教養」（今日用事がある）の話が持ち出さ
れました。そして、高齢者にそうした場を提供している老人クラブ活動への期待を述べ
られ、頑張ってください、との激励の言葉をいただきました。

◆ 

就
任
あ
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さ
つ 
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長��
繁
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健
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副��

会��

長��

安
田�

泰
治

副��
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長��

高
橋�

重
逸

副��

会��

長��

延
原�

愛
子

女
性
委
員
長

県老連役員　伊原木知事へ就任あいさつ

　

少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎

え
、
家
族
・
住
民
・
行
政
か
ら

私
た
ち
高
齢
者
に
今
、
最
も
期

待
さ
れ
る
こ
と
は
「
健
康
で
あ

る
こ
と
」
で
す
。
平
均
寿
命
が

延
び
る
一
方
、
そ
れ
に
並
行
し

て
健
康
寿
命
も
延
び
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
人
と
人
と
の
繋

が
り
を
深
め
る
こ
と
で
健
康
長

寿
社
会
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
又

生
き
甲
斐
づ
く
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
友
愛
活
動
、
健

康
教
室
、
奉
仕
作
業
へ
の
参

加
は
〈
今
日
行
く
と
こ
ろ
が
あ

る
〉
と
い
う
こ
と
で
日
々
の
充

実
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ま

と
共
に
社
会
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
は
先
進
国
の
中
で
類

を
見
な
い
速
さ
で
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
人
口
減
少
社
会
に

入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
我
々
高
齢
者
が
地

域
社
会
を
支
え
る
担
い
手
と
な

り
、
自
立
と
誇
ほ
こ
りを

持
っ
て
活
動

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
生
涯

の
目
標
を
持
ち
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
気
持
ち
で
活
動
を
展

開
し
、
次
世
代
の
育
成
、
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
な
ど
幅
広
い

活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
心
豊

か
な
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
に
培
っ
て
き
た
経

験
、
知
識
を
活
か
し
あ
い
、
尊

重
し
な
が
ら
、
子
供
や
孫
に
誇

れ
る
社
会
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で

き
る
よ
う
な
地
域
を
築
い
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
度
の
こ
の
役
目
を
引
き

受
け
る
事
と
な
り
改
め
て
そ
の

任
務
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
は
世
界
史
に
例

を
み
な
い
ほ
ど
の
急
速
な
進
行

で
す
。
今
こ
そ
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
ら
ゆ
る
地
域
で
ク
ラ
ブ
が

作
ら
れ
、
生
き
生
き
と
「
健
康
・

友
愛
・
社
会
奉
仕
」
の
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
社
会
を
実
現
す

る
事
。
こ
の
事
こ
そ
日
本
社
会

の
更
な
る
成
熟
社
会
へ
の
発
展

を
保
障
す
る
道
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
会
員
増
強
を
わ
が

地
域
で
実
現
す
る
事
。
こ
れ
こ

そ
任
務
と
考
え
努
力
し
ま
す
。

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
再
度
、
副
会
長
・

女
性
委
員
長
に
命
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。

　

五
年
計
画
で
、
会
員
加
入
増

強
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
市
町
村
ク
ラ
ブ
を
は
じ

め
、
単
位
ク
ラ
ブ
で
、
自
然
減

と
な
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
五
年
目
に
当
た
り
ま
す

の
で
、
最
後
ま
で
加
入
促
進
に

力
を
入
れ
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
は
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
る

期
間
を
示
す
健
康
寿
命
が
大
切

で
す
。
延
伸
に
心
が
け
、
元
気

な
高
齢
者
と
し
て
、
地
域
で
共

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
皆
様
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2018 年（平成 30 年）8月　2

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

平
成
30
年
３
月
16
日
（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
岡
山
県
老
連　

理
事

会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

仲
間
を
広
げ
る
加
入
促
進
運

動
の
推
進
と
魅
力
あ
る
ク
ラ

ブ
づ
く
り

2�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み
（
健
康
づ
く
り
）

3�

地
域
を
豊
か
に
す
る
取
り
組

み
（
友
愛
活
動
）

◆
事
業
計
画

1�

第
43
次
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
の
開
催

　

会
場　

�

岡
山　

倉
敷（
２
回
）

津
山　

高
梁

　

受
講
生
募
集　
１
、４
２
０
名

　

�

テ
ー
マ　

◇
健
康
づ
く
り　

�

◇
老
後
の
雑
学　

◇
音
楽　

◇
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防�

◇
大
道
芸
（
笑
い
と
健
康
）

2�

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
１
回
）

3
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事
業

　

・�

事
業
報
告
会
の
開
催
（
年

１
回
）

　

・�

全
老
連
健
康
づ
く
り
中
央

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
派
遣（
２
名
）

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）　

10
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

4
地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　

実
施
地
区　

備
前　

備
中　

　
　
　
　
　
　

美
作

　

１
種
目
７
万
円
で
２
種
目
ま
で

5
次
世
代
育
成
支
援
事
業

　

・�

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催

（
年
１
回
）

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）　

10
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

6
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

　

・�

友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
派
遣

（
２
名
）

　

・�

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）　

５
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・�

特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
な

ど
防
犯
安
全
対
策

8
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・�

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

会
場　

�

６
会
場
（
岡
山
、

倉
敷
、
津
山
、
高

梁
、
東
備
、
美
作
）

　

・�

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中

央
セ
ミ
ナ
ー
派
遣（
２
名
）

　

・�

第
47
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
派
遣
（
沖
縄
県
宜
野

湾
市
）

　

・�

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

実
施
地
区
（�

備
前
、備
中
、

美
作
）

　

・�

第
30
回
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ

ミ
ナ
ー
派
遣
（
２
名
）

9�

第
55
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
の
開
催
（
岡
山
県
総
合

福
祉
大
会
）

　

第�

１
部　

岡
山
県
知
事
表

彰
・
保
健
福
祉
部
長
表
彰
・

県
老
連
会
長
表
彰

　

第
２
部　

講
演

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・�

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・�「
２
万
５
千
人
会
員
増
強

運
動
」
の
推
進
（
平
成
26

～
30
年
度
の
５
年
間
）

　

・�

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・�

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・�

活
動
賞
（
健
康
づ
く
り
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

��

広
報
活
動
（
広
報
誌
「
晴
れ

ば
れ
シ
ニ
ア
岡
山
」
年
２
回

各
５
万
部
発
行
）

��

市
町
村
老
連
正・副
会
長
会
議

（
岡
山
い
こ
い
の
村
）年
１
回

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
鳥
取
県
米
子
市
）

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会

議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
・
管
理
（
評
議
員

会
、
理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

�

収 

支 

予 

算

（
下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
）

　

平
成
30
年
５
月
30
日
（
水
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
岡
山
県
老
連
30
年
度

第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、「
平

成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
15
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
定
時
評
議
員
会
で

も
、
こ
の
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
決

算
額
に
つ
い
て
は
下
の
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

決
ま
る

平
成
29
年
度 

事
業
報
告
・
決
算 
承
認
さ
れ
る

■ 平成 29年度決算報告 ■ ■ 平成 30年度予算 ■

収入
32,849
（単位：千円）

収入
34,503
（単位：千円）

支出
32,849
（単位：千円）

支出
34,503
（単位：千円）

会費
8,875

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 3,203

補助金等
12,759

事業収入
4,106

基金運用
    　2,153

前期繰越金収入1,703 寄付金 50

事業費
12,062

管理費
17,171

シルバー基金運用利息積立支出
2,203

財政調整基金積立支出1,413

事業費
14,365

管理費
17,985

シルバー基金運用利息積立支出
2,153

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入 2,153

前期繰越金収入900
寄付金 60 雑収入11

会費
8,810

補助金等
13,792

事業収入
4,624

基金運用
   　　　2,153

運用資金積立預金取崩収入 2,000

3　2018 年（平成 30 年）8月



　

今
年
度
は
理
事
の
改
選
期
で

し
た
。
平
成
30
年
５
月
30
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回

理
事
会
に
お
い
て
、
各
市
町
村

老
連
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
理
事

候
補
者
と
、
辞
任
に
伴
い
各
市

町
村
老
連
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た

監
事
及
び
評
議
員
候
補
者
が
承

認
さ
れ
、
６
月
15
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
定
時
評
議
員
会
に

お
い
て
、
候
補
者
全
員
が
新
理

事
・
監
事
・
評
議
員
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
左

の
名
簿
の
と
お
り
）

　

な
お
、
選
任
後
新
理
事
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
第

２
回
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の

と
お
り
新
役
員
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

■
会
長
（
代
表
理
事
）

　
　

吉
田　

建
太
郎

　
　
　
（
瀬
戸
内
市
老
連
顧
問
）

■
副
会
長
（
備
前
地
区
代
表
）

　
　

繁
定　

健
三

　
　
　
（
赤
磐
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
備
中
地
区
代
表
）

　
　

安
田　

泰
治

　
　
　
（
倉
敷
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
美
作
地
区
代
表
）

　
　

高
橋　

重
逸

　
　
　
（
津
山
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
女
性
代
表
）

　
　

延
原　

愛
子

　
　
　
（
美
咲
町
老
連
女
性
部
長
）

■
常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

　
　

杉　
　
　

潔

　
　
　
（
会
長
推
薦
）

　

理　
事

◆
備
前
地
区

　

玉
野
市　

城
戸　

清
宏 

※

　

瀬
戸
内
市　

吉
田
健
太
郎

　

赤
磐
市　

繁
定　

健
三 

※

　

女
性
代
表　

小
山　

国
枝

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

安
田　

泰
治

　
　

〃　
　

中
山　
　

康 

※

　

総
社
市　

岡　
　
　

弘

　

高
梁
市　

太
田　

聖
眼

　

浅
口
市　

鈴
木　
　

孝 

※

　

女
性
代
表　

植
田　

洋
子 

※

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

高
橋　

重
逸 

※

　

真
庭
市　

田
中　

仁
志 

※

　

美
作
市　

谷
口　
　

亘

　

鏡
野
町　

安
藤　

美
雄

　

女
性
代
表　

延
原　

愛
子

◆
会
長
推
薦

　
　
　
　
　
　

杉　
　
　

潔

　
監　
事

◆
備
前
地
区

　

和
気
町　

畑
上　
　

毅

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

川
口　

孝
志 

※

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

長
船　

弘
良 

※

◆
会
長
推
薦

　
　
　
　
　
　

滝
川　

誠
一

　
評 
議 
員

◆
備
前
地
区

　

玉
野
市　

香
川　

崇
二 

※

　

備
前
市　

寺
見　

史
朗

　

瀬
戸
内
市　

中
尾　

博
延

　

赤
磐
市　

小
坂　

通
夫

　

和
気
町　

頼
正　

康
生

　
吉
備
中
央
町　

土
井
二
六
敏

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

山
下　

成
久

　
　

〃　
　

浅
野　

裕
司 

※

　
　

〃　
　

野
田　

俊
明 

※

　
　

〃　
　

三
木　

雅
江

　

笠
岡
市　

平
野　
　

勲

　

井
原
市　

藤
原　

清
和

　

総
社
市　

関
口　
　

昇

　

高
梁
市　

森
下　

昌
昭

　

新
見
市　

大
本　

一
巳 

※

　

浅
口
市　

西
牧　
　

隆 

※

　

早
島
町　

薦
田
紀
久
男

　

里
庄
町　

平
野　

槙
吉 

※

　

矢
掛
町　

日
置　

彰
雄

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

小
野　

恭
三 

※

　

真
庭
市　

澤
本　

晴
視 

※

　

美
作
市　

福
田　

隆
雄 

※

　

新
庄
村　

酒
井　

正
博

　

鏡
野
町　

藤
本　

信
男

　

勝
央
町　

青
井　

壽
一 
※

　

奈
義
町　

元
番　
　

實

　

西
粟
倉
村　

金
子　
　

稔

　

美
咲
町　

岡
部
真
三
郎

　

久
米
南
町　

磯
山　
　

守

岡
山
県
老
連 

平
成
30
年
度 

新
理
事
・
監
事
・
評
議
員

岡
山
県
老
連 

平
成
30
年
度
新
役
員 

決
ま
る

※
が
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
で
す
。

◎�（　

）内
は
平
成
30
年
８
月
１
日
現
在
の
役
職
を
記
載

2018 年（平成 30 年）8月　4
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老人福祉大学開講
される

平
成
30
年
度

　

今
年
度
の
老
人
福
祉
大
学
が

始
ま
り
ま
し
た
。
岡
山
市
老
連

と
の
共
催
で
す
。
会
場
に
つ
い

て
、
岡
山
会
場
は
、
昨
年
度
の

天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
か
ら
、
岡

山
市
立
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
移

し
ま
し
た
。
倉
敷
会
場
は
、
申

込
多
数
に
つ
き
昨
年
度
と
同
様

に
２
回
に
分
け
て
実
施
と
し
、

高
梁
・
津
山
会
場
は
例
年
通
り

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

６
月
か
ら
の
開
講
で
、
６
月

は
倉
敷
①
を
皮
切
り
に
、
岡
山

会
場
、
倉
敷
会
場
②
、
津
山

会
場
、
高
梁
会
場
と
順
次
開
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開

講
に
あ
た
り
多
く
の
関
係
者
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
講
義
の
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
で
す
。

●
健
康
づ
く
り

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
で
み
ん
な

 

元
気
に
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
」

　
ｍ
ｏ
ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご　

�

事
務
局
長　

栗
木　

剛　

氏

●
老
後
の
雑
学

　
「
毎
日
が
生
放
送

　

～
笑
顔
２
割
増
し
の
ヒ
ン
ト
～
」

　
Ｒ
Ｓ
Ｋ
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

�
滝
沢　

忠
孝　

氏

●
音
楽

　
「
楽
し
く
、
笑
っ
て

 

歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」

�

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｎ
Ａ（
絆
）

�

十
川　

知
子　

氏

�

國
本　

卓
明　

氏

●
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

  

岡
山
会
場
・
津
山
会
場
・

  

高
梁
会
場

　
「
加
齢
な
る
人
生
、
皆
で

　

  

華
麗
に
ご
一
緒
し
ま
専
科

 

～
老
イ
ノ
ミ
ク
ス
戦
略
～
」

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

�

井
上　

美
咲
子　

氏

  

倉
敷
会
場
①
・
②

　
「
よ
り
よ
い
高
齢
期
を

　

  

迎
え
る
た
め
に

　
　

～
健
康
寿
命
を

 

延
ば
し
ま
し
ょ
う
～
」

　

岡
山
赤
十
字
病
院

�

本
荘　

晶
子　

氏

●
大
道
芸

　
「
大
道
芸
で
笑
っ
て
健
康
に
」

　
大
道
芸
人�

田
久　

朋
寛　

氏

�

（
た
っ
き
ゅ
う
さ
ん
）

　

こ
れ
か
ら
11
月
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
に
お
い
て
順
次
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
受
講
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
奨
励

賞
、
栄
誉
賞
を
目
指
し
頑
張
っ

て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

お
断
わ
り
で
す
。
７
月
豪

雨
に
よ
り
県
内
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
、
７
月
の
老
人
福
祉
大

学
の
一
部
会
場
に
つ
い
て

開
催
の
延
期
を
決
定
し
ま

し
た
。
対
象
と
な
る
受
講

者
の
方
に
は
、
電
話
や
は

が
き
で
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

老人福祉大学
5　2018 年（平成 30 年）8月
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新役員

　

平
成
30
年
６
月
27
日
（
水
）

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
女

性
委
員
会
第
34
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
度
の
役
員
改
選

に
よ
り
就
任
し
た
吉
田
県
老

連
会
長
、
延
原
県
老
連
副
会

長
（
規
定
に
よ
り
女
性
委
員

長
に
就
任
）
よ
り
開
会
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
田
会

長
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
５
か

年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
２
万
５
千
人
会
員
増
強
運
動
」

と
新
地
域
支
援
事
業
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
女
性
委
員
と
し

て
も
格
別
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。
延
原
委
員
長
は
、
委
員

長
２
期
目
を
迎
え
る
が
、
皆
さ

ん
の
支
援
、
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
頑
張
り
た
い
と
抱

負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
延
原
委
員
長
の
進
行

で
協
議
に
入
り
、
ま
ず
、
委
員

の
互
選
に
よ
り
副
委
員
長
と
幹

事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
に

事
務
局
よ
り
30
年
度
の
県
老
連

事
業
方
針
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
平
成
30
年
度
女
性

委
員
会
活
動
計
画
が
協
議
の
末

了
承
さ
れ
、
全
員
で
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

委 員 長 美 咲 町　　延原　 愛子

副委員長 玉 野 市　　香川 八重子 倉 敷 市　　植田　 洋子

幹 事

備 前 地 区 備 中 地 区 美 作 地 区

備 前 市　　金藤　 節子 総 社 市　　徳永 たま江 津 山 市　　佐々木 由恵
瀬戸内市　　小山　 国枝 新 見 市　　谷村　 悦子 真 庭 市　　間久保 靖子
赤 磐 市　　堀木 千代子 里 庄 町　　井植　 初代 美 作 市　　岩崎　 満里
和 気 町　　小田　 昭美 矢 掛 町　　川上　 孝子 鏡 野 町　　杉田 登誌子

県
老
連
女
性
委
員
会 

第
34
回
総
会
開
催

平
成
30
年
度

女
性
委
員
会
活
動
計
画
概
要

★ 

総　
会

　

年
２
回
開
催

�

（
６
月
、
３
月
）

★ 

幹
事
会

　

年
１
回
開
催

�

（
９
月
27
日（
木
））

★ 

主
な
事
業

１
．
地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

　

�

県
下
３
地
区
（
備
前
、
備

中
、美
作
）
で
実
施
す
る
。

研
修
日
程
・
内
容
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
で
協
議
し
決

定
す
る
。

２
．
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

　

積
極
的
に
参
加
す
る
。

　

開
催
時
期
：

　
　

７
月
上
旬
～
10
月
上
旬

　

開
催
場
所
：

　
　

�

岡
山
・
倉
敷
・
津
山
・

　
　

高
梁
・
東
備
・
美
作

３
．
２
万
５
千
人
会
員
増
強

運
動

　

�

行
政
、
社
協
、
町
内
会
に

協
力
・
支
援
を
要
請
す
る

と
と
も
に
女
性
委
員
の
パ

ワ
ー
を
発
揮
し
て
会
員
増

強
に
つ
な
げ
る
。

４
．
次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会

　

�

女
性
委
員
会
を
中
心
と
し

た
女
性
組
織
の
活
性
化
の

取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢

者
が
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
経
験
や
知
識
、
生
活

文
化
（
昔
遊
び
）
等
を
通

じ
て
子
育
て
支
援
活
動
を

行
う
た
め
、
次
世
代
育
成

支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
行

う
。（
来
年
３
月
予
定
）

　

�

講
師
等
は
事
務
局
に
一
任

さ
れ
た
。

５
．
全
老
連
第
30
回
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加

　

開
催
時
期
：

　
　

10
月
11
日（
木
）

�

～
12
日（
金
）

　

開
催
場
所
：

　
　

東
京
都
・
全
社
協
会
議
室

　

参
加
者
：

　
　

延
原
愛
子
委
員
長
、

　
　

植
田
洋
子
副
委
員
長

2018 年（平成 30 年）8月　6

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

全
老
連
が
主
催
し
て
「
新
地
域

支
援
事
業
」
の
学
習
、
取
り
組
み

状
況
、
現
状
把
握
、
今
後
の
取
り

組
み
方
等
の
検
討
を
目
的
と
し
た

「
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全
国

48
老
連
か
ら
１
０
１
名
の
参
加
者

を
集
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目

基
調
報
告

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・
行

動
提
案
に
つ
い
て
」

　

全
老
連
事
務
局
長

 

谷
野　

香 

氏

　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
何

を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
て
話
が
あ
り
、
現
状

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
会
員
増
強

運
動
、
高
齢
消
費
者
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
は
当
然
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
「
新
地
域
支
援

事
業
」へ
の
参
画
、ま
た
、そ
の
取

り
組
み
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
は

行
政
、
地
域
関
係
団
体
に
向
け
て

の
提
案
、
要
望
、
協
議
の
積
極
行

動
で
あ
る
事
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

「
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策

の
方
向
と
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待

に
つ
い
て
」

　

厚
生
労
働
省

　

老
健
局
振
興
課
課
長
補
佐

 

愛
甲　

健 

氏

　

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
、
取

巻
き
状
況
、
概
況
に
つ
い
て
行
政

の
立
場
か
ら
き
め
細
か
い
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
を
踏
ま

え
今
後
少
子
高
齢
の
進
展
に
伴

い
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
ま

す
ま
す
大
事
な
事
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。従
っ
て
老
人
ク
ラ
ブ（
高

齢
者
）
に
は
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
の
実
践
に
向
け
て
大
き
な
期
待

が
さ
れ
て
い
る
事
を
力
説
さ
れ
ま

し
た
。

事
例
発
表

１ 

．「
二
戸
市
老
連
に
お
け
る
新

地
域
支
援
事
業
の
取
り
組
み
」

　

岩
手
県

 

二
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

２ 

．「
川
越
市
老
連
に
お
け
る
友

愛
活
動
モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」

　

埼
玉
県

 

川
越
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

新
地
域
支
援
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
取
り
組
み
方
が

評
価
さ
れ
た
代
表
二
事
例
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
事
例
に

共
通
し
て
言
え
る
事
は
行
政
へ
の

事
業
参
画
の
強
い
熱
意
と
要
望
、

参
画
へ
の
具
体
的
な
提
案
が
推
進

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
ス
ピ
ー
ド
感
溢
れ
る
早
期
着

手
、
推
進
。（
二
戸
市
、
川
越
市
）

そ
し
て
今
、
出
来
る
事
か
ら
即
実

行
す
る
姿
勢
（
川
越
市
）
に
つ
い

て
も
、
我
々
の
こ
れ
か
ら
の
取
組

み
、
推
進
に
大
い
に
参
考
と
な
り

ま
し
た
。

第
２
日
目

講 
演

「
新
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
」

　
（
一
財
） 

医
療
経
済
研
究
・

　

社
会
保
険
福
祉
協
会

　

医
療
経
済
研
究
機
構

　

研
究
員
兼
研
究
総
務
部
次
長

 

服
部　

真
治 

氏

　

要
介
護
認
定
者
は
こ
の
15
年
間

で
２
・
79
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
軽
度
（
要
支
援
１
・
２
）

の
認
定
者
数
が
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
の
中
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
に
よ
る
介
護
事
業
が
大
き
な

柱
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
生
活
支
援
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
高
齢
者
の
社
会
参
加

の
実
現
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
域
住

民
参
加
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
総
合
事
業
成
功
の
大
き
な

カ
ギ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
欄
は

そ
の
仕
組
み
の
概
要
で
す
。

分
散
会
・
全
体
会

　

出
席
者
を
17
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
約
１
時
間
、
お
互
い
の
事
業

へ
の
取
り
組
み
状
況
を
発
表
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
色
々
な

考
え
、
取
り
組
み
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
と
め

　

全
老
連
常
務
理
事

 

齊
藤　

秀
樹 

氏

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
新
地
域
支

援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活

総
合
事
業
）
を
中
心
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
情

勢
の
変
化
の
中
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
（
多
様
な
支
援
）
の
重
要
性
を

認
識
、併
せ
て
老
人
ク
ラ
ブ
の「
友

愛
活
動
」
の
現
状
を
考
え
る
機
会

と
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
事
で
し

た
。
ま
た
事
業
の
推
進
に
は
、
行

政
、
協
議
体
と
の
連
携
が
必
要
で

す
。自
治
体
ご
と
に
取
り
組
み
方
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
違
い
、
ク
ラ
ブ
へ

の
期
待
や
関
心
も
違
い
、
ま
た
老

人
ク
ラ
ブ
の
実
力
に
も
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
、

在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
す
為
に
、

我
々
に
と
っ
て
、
今
何
が
で
き
る

の
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
し
っ
か

り
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
の
事
で

し
た
。

感 

想

　

こ
の
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で

「
地
域
支
援
事
業
」
の
全
貌
、
内

容
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
へ

の
ヒ
ン
ト
が
良
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
今
後
の
指
導
に
活
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

全国老人クラブ連合会資料より抜粋

【参考資料】老人クラブの取り組み状況・活動事例（抜粋）
■新地域支援事業における市町村老連の参加状況  単位：老連（平成29年11月作成）

都道府県
指定都市

老連

第1層協議体へ A　事業参加 B C D 市町村
老連数参加 予定 事業参加 予定 行政、NPO

事業参加 予定 検討中 実施して
いない

行政がまだ実施
していない

436 265 73 19 153 101 369 784 164 1,710 合計 701 92 254
(市町村実施率） 41.0% 5.4% 14.9% 21.6% 45.8% 9.6% 100%

■新地域支援事業における市町村老連の事業参加の内訳  単位：老連（平成29年11月作成）
老人クラブの事業として参加（運営） 行政、社協、NPOの事業参加（協力）

実施
老連数 事業数 差異 生活

支援
通い
の場

健康
づくり その他 未記入 実施

老連数 事業数 差異 生活
支援

通い
の場

健康
づくり その他 未記入

老連数 73 76 3 13 23 22 13 5 153 159 6 19 50 32 16 43
100% 17% 30% 29% 17% 7% 100% 12% 31% 20% 10% 27%

～
第
23
回「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
」セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
～

新
地
域
支
援
事
業
の

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
方

厚生労働省資料より抜粋

瀬
戸
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

　
　
　
　
会
長　
吉
田
建
太
郎

 

企
画
推
進
部
長　
木
下　
武
夫

◇
日
程　
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
～
２
月
１
日（
木
）

◇
会
場　
東
京
都 

全
社
協

　
　
　
　
第
３
～
５
会
議
室
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と ぴ っ く す

久米南町

久米南町老人クラブ連合会 竜山地区老人クラブ 会長　園田 良美

三世代で七夕祭り

　竜山地区福祉のまちづくり推進協議会では、毎年７月下旬に「三世
代料理教室と七夕祭り」を開催しています。
　竜山地区老人クラブは、この協議会の役員として、毎年上籾、中籾、
下籾、別所の４地区の単位クラブ会員が参加しています。
　当日は、栄養委員や愛育委員が中心となり、三世代が昼食や七夕だ
んご作りを行った後、老人クラブが中心となり七夕飾りを作ります。孫
のような世代の子ども達と一緒に、２メートル余りの竹笹に、色紙で
作った飾りやそれぞれの願いごとを書いた短冊、大判の和紙で作った
１メートルの長さの紙の網などをこよりで結わえて飾り付けます。また、
各家庭の畑で収穫した少し変形したナスやキュウリ、じゃがいもなど
を動物の身体に見立て、割り箸や楊枝で手足を付けた動物を作ります。
お盆に作る馬、牛などの由来を子ども達に教えながら作っていきます
が、発想が自由な子ども達は、怪獣やアニメのヒーローなどを作って
楽しんでいました。１日だけの飾りで惜しいです。
　その後、昼食をはさみ様々なアトラクションを楽しんで閉会します。
昨年度は警察官の方による交通安全に関するお話しや、シャボン玉飛
ばしを楽しみました。
　この催しは今年で13回目を迎えます。竜山地区でも少子高齢化が
深刻ですが、近年若い世代の移住者が増えてきており、世代を超えて
の七夕祭りが長続きする希望の光であってほしいものです。

新見市

長屋長寿会 副会長　小林 志恵子

老人クラブが目指す
元気な仲間と地域づくりの活動

　長屋は全体が６区画に分れた、小さな農業中心の集落です。

　１人２人の老人家庭も、年々増加の目立つ今日このごろに成

りました、現在の会員人数は約80名あまりで、会が存続し、

推移しています。
　私が長寿会に入会して、10年ほどになります。６、７年前

の事、ある老人クラブ連合会の大会に参加をする機会があり、

元気とやる気をもらいました。本長寿会も、なんとかならな

いだろうかなーと思えて来ました。高齢者の、｛元気、やる気、

助け合い、健康な体と心｝などなど、沢山もちあわせておられ

る、そんな思いになり、気づかされた大会でした。
　しかし一方では、家の中で一人寂しくテレビを見るだけ、い

やテレビを見られる人は、まだ良い方かもしれません。
　現在長屋長寿会は、これまで取り組んできた「友愛活動」家

から足を一歩踏み出そう、地区民どうしの声掛け、助け合い、

友達づくり、挑戦してみようの気持ちになり、元気で集える協

力態勢の輪となった気がしているように思えます。健康で元気

な明るい高齢者の増える事を願いつつ感謝　（私自身も高齢者

です）助け合いのありがたさを一番感じています。
　しかし、考えていかなければいけない事も沢山あるようにも

思えます。一人々の老人会員の皆様が、自分らしさを発揮して

生きがいのもてる会、一歩々あゆむ事のできる会でありたいも

のです。
　無理の無い［参加して良かった］の声を聞く事のできる会に

なることを願います。
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



西粟倉村

西粟倉村老人クラブ連合会 会長　金子 稔

私達の小さな村　みんなで守ろう！

　私達の西粟倉村は、岡山県の北東に位置し鳥取県と兵庫県の県境
にある小さな村です。約95パーセントが山林におおわれています。奥
まった所には、手つかずの自然豊かな若杉原生林があります。途中に
は大茅スキー場もあり、冬にはスキーヤーでにぎわっております。平成
の大合併がありましたが、私達の村は合併しないで頑張っております。
私達老人クラブ連合会も高齢化が進み、会員数も減少しつつあります。

総会の中で「会員増
員の声かけ運動をし
よう」という事で役
員一丸となって募集
をしましたところ、
徐々に増員の成果
が出てきていると
ころで、ありがたい
ことです。
　村内には、12の
地区がありますが、

全ての地区でサロン活動を行っています。「赤ちゃんか
らお年寄りまで」のスローガンのもとサロン活動を活発にしております。
大茅地区は、サロン活動として、芝桜の植え付けに取り組んでおり見
事な芝桜公園になり、今年は特に村内外から、大勢の見物客でとても
にぎわいました。又、坂根地区サロンとしては、子ども達と一緒に自治
会の皆様と合同で桜祭りを楽しみました。6月には、農休みの行事と
して、鳥取方面へ親睦会と称して昼食とカラオケ、買い物等をし、一日
を満喫して来る予定です。各地区サロン勉強会としては、毎月1回、そ
れぞれに自分達に合ったことを計画され、囲碁ボール、県民局熊講座、
環境美化活動、茶話会、小旅行、料理等に楽しく取り組んでおります。又、
今年は「地域の元気づくり事業」の一環として「れんげの種まき」をしま
す。もうひとつは「地域の子供達とのふれあい交流」として「椎茸菌の
植え付け」をします。収穫は数年後になりそうですが、その時には子供
達と一緒に椎茸をかこんで食事会をしようと思っています。これは子供
達にとっても良い体験になると思います。
　今後も地域の子供達との交流と魅力ある村づくりを会員全員で頑
張っていきたいと考えております。

新庄村
『村民一家族の村』 新庄村での世代交流

　新庄村は、人口約950人、390世帯の小さな村です。高齢化

率は約42％で、保育園児26名、小学生42名、中学生19名と

子ども達は貴重な存在であり、村の“宝”です。
　連合会では、村内にある保育園・小学校・中学校それぞれの

学校行事として、毎年交流事業を行っています。
　保育園児との交流事業は、女性部が中心となり、園児と共に

さつまいもづくりをします。子ども達の作業に手を添えながら苗

植・収穫・クッキングを通じて、植物の生きる力、収穫すること

の喜びを子ども達に伝えます。
　小学生との交流は、低学年児童と共に運動会で玉入競技を行

います。このことによりクラブ員の運動会参加者数も増え、「ま

だまだ小学生には負けていられない。」と意欲的です。
　中学生との交流事業は、「グラウンド・ゴルフを楽しむ集い」と

して実施しています。２学期の中間テスト最終日、全ての試験が

終わり、過酷な試験勉強から解放された中学生がイキイキとした

表情でやってきます。「僕もおじいちゃんになったら、グラウンド・

ゴルフをやりたい。」と、高齢者の生きがい活動を共に楽しんでく

れています。
　これらの活動を通じて思いやりやいたわりの心を育て、「村民

一家族の村」の“宝”の健やかな成長を願いながら、老人クラブ員

が力を合わせて育んでいます。

新庄村老人クラブ連合会 会長　本田 誠

9　2018 年（平成 30 年）8月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

平
成
29
年
度
市
町
村
老
連

正
・
副
会
長
会
議
が
平
成
30
年

２
月
15
日（
木
）～
16（
金
）瀬

戸
内
市
邑
久
町
虫
明
の
「
岡
山

い
こ
い
の
村
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
市
町
村
老
連
は
21
老
連

で
、
残
念
な
が
ら
全
市
町
村
老

連
参
加
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
総
勢
67
名
と
い
う
大
人

数
で
の
宿
泊
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

県
老
連
藤
本
会
長
の
「
こ
の

会
議
は
こ
れ
か
ら
の
進
む
べ
き

方
向
を
語
り
合
う
集
い
で
す
。

一
同
に
会
す
る
年
１
回
の
会

議
で
あ
り
、
実
り
多
い
会
議
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
し

ま
し
た
。

　

行
政
説
明
、グ
ル
ー
プ
討
議
、

懇
親
会
、
講
演
等
を
通
じ
て

多
く
の
、
そ
し
て
有
意
義
な
懇

親
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
も
こ
の
場
所

で
実
施
す
る
計
画
で
す
の
で
、

全
市
町
村
老
連
が
参
加
し
、
活

発
な
協
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
１
日
目

〈
12
時
00
分
〉

　

受
付

〈
13
時
00
分
〉

　

開
会

　

挨
拶　
県
老
連　

藤
本
会
長

〈
13
時
20
分
〉

　

�

平
成
30
年
度
事
業
方
針
・
計

画
・
重
点
目
標
と
事
業
実
施

に
当
た
っ
て
の
留
意
点
等
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

〈
14
時
20
分
〉

　

行
政
説
明

　

�「
岡
山
県
の
高
齢
者
施
策
」

に
つ
い
て

　

岡
山
県
長
寿
社
会
課

�

河
内
総
括
副
参
事

　

�

岡
山
県
の
高
齢
者
施
策
及
び

予
算
に
つ
い
て
概
略
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
15
時
30
分
〉

　

グ
ル
ー
プ
討
議

　

�

テ
ー
マ
：「
未
設
置
や
解
散

地
域
へ
の
新
設
ク
ラ
ブ
設

立
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

�

議
論
を
深
め
る
た
め
、
①
ク

ラ
ブ
未
設
置
や
解
散
地
域
へ

の
取
り
組
み
状
況
、
②
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
効
果
、

③
会
員
獲
得
に
向
け
て
の
若

手
・
女
性
会
員
の
活
用
状
況

の
３
点
に
つ
い
て
、
あ
ら
か

じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
討
議
し
ま
し
た
が
、

こ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
発
言
も
ス
ム
ー
ズ
に
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
18
時
30
分
〉

　

懇
親
会

　

�

い
こ
い
の
村
大
広
間
に
一
同

が
会
し
、
県
老
連
藤
本
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
県
老
連
小

林
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
に
よ
り
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
虫
明
名
産
の
カ
キ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
つ
つ
、
お
酒
も
進

み
、
加
え
て
カ
ラ
オ
ケ
も
次

か
ら
次
に
披
露
し
て
い
た
だ

き
大
盛
況
の
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
県
老
連
吉

田
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
よ

り
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
日
目

〈
８
時
30
分
〉

　

�

老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
、
生
き
生

き
ク
ラ
ブ
体
操
で
元
気
に
２

日
目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

〈
８
時
40
分
〉

　

講
演
②

　

 「
防
災
力
の
中
心
は
地
域
の

高
齢
者
」

　

東
備
消
防
組
合　

消
防
本
部

�

消
防
長　

緑
川　

久
雄�

氏

　

�

災
害
発
生
時
の
死
亡
者
の
特

徴
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、東

日
本
大
震
災
な
ど
を
例
に
説

明
さ
れ
、
同
じ
災
害
環
境
で

犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

日
常
的
に
機
能
す
る
地
域
の

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

〈
９
時
50
分
〉

　

講
演
③

　
�「

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部

　

生
活
安
全
部

　

犯
罪
抑
止
対
策
室
長

�
橋
野　

正
明�

氏

　

 「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」

　

岡
山
県
警
察
本
部　

交
通
部

　

交
通
企
画
課　

課
長
補
佐　

�

大
場　

優
香�

氏

　

�

特
殊
詐
欺
の
被
害
や
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
ど

う
い
う
こ
と
に
気
を
付
け

れ
ば
い
い
の
か
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
11
時
00
分
〉

　

全
体
会

　

①
グ
ル
ー
プ
討
議
の
報
告

　
　

�

３
グ
ル
ー
プ
の
代
表
か
ら

前
日
の
討
議
結
果
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

②
事
例
発
表

　
　

�

和
気
町
老
連
の
若
手
委

員
、
真
庭
市
老
連
の
女
性

委
員
か
ら
短
時
間
で
し
た

が
加
入
促
進
の
取
組
状
況

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

③
全
体
討
議
・
質
疑

　
　

�

最
後
に
全
体
討
議
・
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

〈
12
時
00
分
〉

　

閉
会

　

�

県
老
連
延
原
副
会
長
の
「
こ

の
会
議
の
成
果
持
ち
帰
り
、

地
元
老
連
の
活
動
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
で
、
２
日
間
の
日
程

を
無
事
に
終
了
し
散
会
し
ま

し
た
。

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会
議

平
成
29
年
度

2018 年（平成 30 年）8月　�

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

今
年
度
も
７
月
６
日
（
金
）

東
備
会
場
を
皮
切
り
に
「
平
成

30
年
度
高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
岡
山
市
老

連
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

講
義
に
加
え
、
昨
年
度
初
め

て
単
位
ク
ラ
ブ
等
か
ら
事
例
発

表
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
っ
て

も
、
他
の
ク
ラ
ブ
が
ど
の
よ
う

な
活
動
し
て
い
る
の
か
参
考
に

な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
度
も
事
例
発
表
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
事
例
発
表
の
テ
ー
マ

は
、
２
万
５
千
人
会
員
増
強
運

動
の
最
終
年
度
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
「
会
員
増
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
だ
活
動
に
つ
い
て
」
と

し
て
お
り
、
各
会
場
と
も
２
事

例
の
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
事
例
発
表
後
は
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
情
報
交
換
を
行

い
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
計
画

で
す
。

　

初
回
の
東
備
会
場
で
は
、
和

気
町
「
尺
所
シ
ル
バ
ー
ス
タ
ー

ズ
」
の
小
高
郷
近
会
長
と
赤
磐

市
「
山
陽
支
部
（
山
陽
３
丁

目
）」
の
湯
浅
完
治
会
長
に
発

表
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
参

加
者
間
で
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
会
講
師
に
つ

い
て
は
、
岡
山
県
南
部
健
康
づ

く
り
セ
ン
タ
ー　

運
動
指
導
員

の
森
下
明
恵
先
生
に
お
願
い
し

て
お
り
「
い
つ
で
も
で
き
る
！

か
ん
た
ん
体
操
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
実
技
を
取
り
入
れ
た
講

演
で
、
東
備
会
場
で
は
腰
痛
、

転
倒
防
止
の
体
操
な
ど
に
参
加

者
全
員
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
続
け
る

上
で
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
大
変

重
要
で
す
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
は
こ
の
研
修
会
を
契
機
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
大
い
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
目

指
し
て
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

※�

東
備
会
場
は
雨
が
心
配
の
中

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
研
修
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

地 区 期　　日 場　　所
東 備 7月 ６日㈮ くまやまふれあいセンター
岡 山 7月23日㈪ きらめきプラザ
津 山 8月24日㈮ 津山市総合福祉会館
高 梁 8月30日㈭ 高梁総合文化会館
美 作 9月14日㈮ 湯郷地域交流センター
倉 敷 10月 ２日㈫ くらしき健康福祉プラザ

高齢者地域リーダー研修会 始まる

�　2018 年（平成 30 年）8月

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



会員の

声

赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

山
陽
支
部

 

湯
浅　

完
治　

76
歳

　

平
成
14
年
12
月
現
役
を
退
き

年
金
生
活
に
入
っ
た
。
今
日
ま

で
16
年
色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
や
っ
て
き
た
。
現
役
の
頃
、

単
身
赴
任
が
多
く
、
娘
2
人
が

今
日
ま
で
元
気
に
成
長
し
、
孫

達
に
も
恵
ま
れ
た
生
活
が
送
れ

る
の
も
、
地
域
の
皆
様
の
温
か

い
見
守
り
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ

と
の
深
い
思
い
が
あ
り
、
少
し

で
も
其
の
お
返
し
が
出
来
れ
ば

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
き

た
。
先
輩
た
ち
と
同
じ
く
現
役

を
退
け
ば
町
内
会
の
役
員
、
老

人
会
の
入
会
、
幼
稚
園
の
昔
遊

び
の
指
導
、
小
学
校
の
児
童
の

登
下
校
の
見
守
り
、
市
役
所
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
周
辺
道

路
に
花
を
咲
か
す
会･････

　

特
に
町
内
会
長
時
代
に
痛
感

し
た
、
地
域
の
親
睦
の
場
作
り

を
、
と
の
思
い
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、集
会
所
で「
誰

で
も
喫
茶
」
と
銘
打
っ
て
毎
月

最
終
金
曜
日
に
喫
茶
店
を
開
い

て
い
る
。
こ
れ
も
長
く
続
い
て

い
る
。
写
真
や
書
道
作
品
、
手

芸
品
を
飾
り
賑
や
か
だ
。

　

又
老
人
会
で
も
あ
り
き
た
り

の
借
り
て
き
た
遊
具
で
な
く
、

一
工
夫
を
加
え
て
皆
で
自
前
の

道
具
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
、

毎
月
第
3
水
曜
日
に
色
々
と
楽

し
ん
で
貰
っ
て
い
る
。

　

特
に
老
人
会
に
つ
い
て
は
毎

月
Ａ
４
用
紙
の
表
裏
に
原
稿
を

書
き
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
。

原
稿
を
書
く
た
め
に
は
本
屋
の

立
ち
読
み
も
忙
し
い
。

　

最
近
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
が
行

事
の
書
き
込
み
で
一
杯
に
な

り
、
月
日
の
た
つ
の
が
と
て
も

早
く
感
じ
ら
れ
る
。
で
も
其
の

お
か
げ
で
元
気
に
過
ご
せ
て
い

る
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
年
に
な
っ
た
ら
好
き
な

物
を
食
べ
て
、
好
き
な
事
を
し

て
過
ご
し
た
い
。
今
更
、
頭
を

使
っ
た
勉
強
会
や
遊
び
体
操
は

ゴ
メ
ン
だ
と
言
う
声
を
よ
く
聞

く
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
生
活

が
結
果
的
に
認
知
症
等
の
病
気

の
発
生
を
早
め
、
家
族
や
周
囲

に
迷
惑
を
か
け
る
事
に
な
る
。

　

そ
ん
な
人
を
多
く
見
て
き

た
、
過
去
は
反
省
し
て
も
戻
ら

な
い
、明
日
の
事
は
解
ら
な
い
。

な
ら
ば
今
を
楽
し
く
有
意
義
に

生
き
る
し
か
な
い
。
人
間
の
細

胞
は
１
２
０
年
生
き
ら
れ
る
と

云
う
。

　

大
い
に
食
べ
て
飲
み
、
し
っ

か
り
運
動
し
、
大
勢
の
人
と
お

喋
り
し
繋
が
り
、
新
聞
を
本
を

沢
山
読
み
、
文
字
や
文
章
を
書

き
、
そ
し
て
迎
え
の
来
る
其
の

日
ま
で
元
気
に
過
ご
す
。

　

今
日
も
、
挑
戦
中
だ

備
前
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

伊
部
南
シ
ニ
ア
会

 

副
会
長　

永
井　

登　

71
歳

　

定
年
を
間
近
に
し
て
最
愛
の

妻
に
先
立
た
れ
一
時
は
途
方
に

暮
れ
た
日
々
も
あ
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
立
ち
直
り
68
歳
で

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
終
止
符

を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
仕
事
一
筋
で
楽
し
み

と
言
え
ば
「
観
世
流
謡
曲
」
を

嗜
む
ぐ
ら
い
の
生
活
か
ら
、
毎

日
が
日
曜
日
と
い
う
未
知
の
生

活
へ
突
入
。
リ
タ
イ
ヤ
後
は
趣

味
や
旅
行
三
昧
の
生
活
を
夢
見

て
ゆ
っ
く
り
と
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
を
楽
し
も
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
独
り
身
で
の
生
活
は

空
し
く
こ
れ
と
い
っ
た
張
り
合

い
も
無
い
ま
ま
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
毎
日
が
続
き
、
一
時
は
好

き
な
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
体
を

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

古
稀
を
迎
え
老
後
の
生
活
と

体
力
の
衰
え
に
不
安
を
感
じ
、

介
護
施
設
へ
の
入
所
も
考
え
て

み
よ
う
と
備
前
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
「
ま
だ
ま
だ
元
気
な
体
を
生

か
し
て
、
少
し
地
域
に
飛
び
出

し
て
み
た
ら
…
」
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
備
前
市
が
進
め

て
い
る
シ
ニ
ア
層
向
け
の
「
生

き
粋
び
ぜ
ん
体
操
」
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
受
講
。

　

講
習
終
了
後
、
請
わ
れ
る
ま

ま
に
地
域
サ
ロ
ン
で
の
体
操
普

及
活
動
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
向
く
こ
と
で

新
た
な
触
れ
合
い
が
生
ま
れ
、

そ
の
間
に
関
わ
っ
た
方
々
か
ら

感
謝
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
に
大

き
な
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
切
っ
掛

け
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
保
健

師
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
現

在
は
伊
部
片
口
団
地
の
シ
ニ
ア

世
代
を
中
心
と
し
た
健
康
教
室

（
片
口
は
ん
な
り
サ
ロ
ン
）
の

体
操
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
充
実

し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

齢
を
重
ね
て
く
る
と
新
し
い

こ
と
を
始
め
る
に
は
少
し
勇
気

が
い
り
ま
す
。
反
面
、
挑
戦
す

る
こ
と
で
新
た
な
喜
び
も
生
ま

れ
ま
す
。
思
い
切
っ
て
飛
び
込

ん
で
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り

を
得
な
が
ら
、
体
操
を
通
じ
て

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
な
ら
で
は

の
素
敵
な
老
い
を
体
現
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

挑 

戦

「
生
き
粋
び
ぜ
ん
体
操
」

で
地
域
貢
献
を
…
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矢
掛
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

き
び
協
和
会

 

会
長　

木
村　

勉　

69
歳

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
地
域
が

古
く
か
ら
栄
え
て
い
た
こ
と

や
、
暮
ら
し
て
い
た
人
々
の
生

活
の
一
端
な
ど
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
奉
仕
作
業
で
神

社
の
草
刈
り
作
業
を
行
っ
て
い

た
時
、
境
内
の
隅
に
塀
で
囲
ま

れ
た
石
仏
を
発
見
し
ま
し
た
。

詳
し
く
知
り
た
い
と
思
い
、
刻

ま
れ
て
い
る
石
仏
を
調
べ
て
み

る
と
「
青

し
ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

」
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
青
面
金

剛
は
現
在
で
は
信
仰
対
象
と
し

て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
く
、
平

安
時
代
に
「
庚こ

う

申し
ん

待ま
ち

」
と
し
て

貴
族
の
信
仰
で
あ
っ
た
も
の
が

武
家
に
伝
わ
り
、
そ
の
後
に
一

般
庶
民
に
も
広
ま
っ
た
が
、
大

正
期
以
降
急
速
に
そ
の
信
仰
は

失
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
で
庚こ

う

申し
ん

待ま
ち

と
は
ど
の
よ

う
な
信
仰
で
あ
っ
た
の
か
更
に

調
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
人
の

生
活
が
現
在
と
は
大
き
く
違
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
体
に
不
調
が

あ
れ
ば
病
院
で
診
察
を
受
け
、

処
置
等
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
当
時
の
人
た
ち
は
神
仏
を

信
仰
す
る
こ
と
で
長
寿
を
願
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
庚こ

う

申し
ん

待ま
ち

と
は
、
人

の
体
に
は
三さ

ん

尸し

の
虫
が
い
て
、

い
つ
も
そ
の
人
の
悪
事
を
監
視

し
、
庚こ

う

申し
ん

の
日
の
夜
に
寝
る
と

三
尸
の
虫
は
天
に
登
っ
て
「
閻え

ん

魔ま

大だ
い

王お
う

」
に
日
頃
の
行
い
を
報

告
し
、
罪
状
に
よ
り
寿
命
を
縮

め
、
そ
の
人
の
死
後
に
地じ

獄ご
く

・

餓が

鬼き

・
畜ち

く

生し
ょ
うの

三さ
ん

悪あ
く

道ど
う

に
堕お

と

し
た
り
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た

の
で
、
三さ

ん

尸し

の
虫
が
天
に
登の
ぼ

れ

な
い
よ
う
に
、
こ
の
夜
は
村
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
神
を
祀ま

つ

り
、

寝
ず
に
酒
盛
り
な
ど
を
し
て
夜

を
明
か
し
た
と
い
う
習

し
ゅ
う

俗ぞ
く

の
こ

と
で
し
た
。

　

本ほ
ん

尊ぞ
ん

は
青
面
金
剛
お
よ
び

帝た
い

釈し
ゃ
く

天て
ん

、
神し

ん

道と
う

で
は
猿さ

る

田た

彦ひ
こ

神
で
し
た
。

　

庚
申
の
日
は
六
十
日
ご
と
に

訪
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
原
稿
を

書
い
て
い
る
今
日
、
庚
申
の
当

日
で
あ
り
ま
す
。
で
も
私
は
こ

の
あ
た
り
で
寝
ま
す
。
お
や
す

み
な
さ
い
。　

　

さ
て
、
今
晩
、
三
尸
の
虫
は

「
閻
魔
大
王
」
に
私
を
ど
う
報

告
す
る
の
や
ら
。

倉
敷
市
児
島
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会　

編
集
委
員

 

山
坂　

敏
美　

67
歳

　

定
年
を
迎
え
て
か
ら
７
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
勤
め
て
い
る
と

き
は
、
地
域
の
こ
と
に
は
な
か

な
か
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。仕
事
を
辞
め
た
ら
、

少
し
は
地
域
に
恩
返
し
を
し
な

け
れ
ば
と
地
域
貢
献
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
き
、

愛
育
委
員
を
引
き
受
け
て
ほ
し

い
と
声
が
か
か
り
、
地
元
の
人

と
か
か
わ
る
機
会
が
で
き
ま
し

た
。
何
を
す
る
の
か
も
わ
か
ら

ず
に
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

会
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
唐
琴
の
み
な
ら
ず
、
児
島

地
区
全
体
の
会
議
に
も
出
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
今
で
は
、
た

く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
、
詩
吟
を
習
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
先
輩
が
老

人
ク
ラ
ブ
で
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
老
連
会
報
「
き
ら
り
輝
く

シ
ニ
ア
く
ら
し
き
」
の
編
集
委

員
を
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
ま
だ
老
人
ク
ラ
ブ
に

は
入
り
た
く
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
い
つ
も
無
理
を
聞
い
て

も
ら
っ
て
い
る
先
輩
に
断
り
切

れ
な
く
て
引
き
受
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
編
集
委

員
会
も
、
市
老
連
の
行
事
や
各

地
区
の
活
動
状
況
な
ど
を
投
稿

さ
れ
て
い
る
会
員
さ
ん
の
声
が

聞
け
て
楽
し
く
も
あ
り
、
脳
の

活
性
化
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
多
く
の
人
と
関

わ
る
中
で
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
、
ま
た
私
に
で
き
る
こ
と
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

夫
曰
く
「
今
日
は
、
ど
こ
も
行

か
ん
の
か
？
」、
家
で
ゆ
っ
く

り
し
て
い
る
と
こ
ん
な
言
葉
が

返
っ
て
き
ま
す
。
人
と
の
か
か

わ
り
を
大
切
に
し
、
で
き
る
間

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
家
事
も
し
っ
か
り

や
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
ふ
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

料
理
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
頭
を
使
い
、
体

を
動
か
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で

１
日
中
椅
子
に
座
っ
て
い
る
こ

と
と
比
べ
れ
ば
、
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
健
康
的
だ
と
思
い

ま
す
。
家
事
は
一
生
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
事

を
、
大
変
だ
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た

め
に
無
理
な
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
も

健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

健
康
長
寿
を
願
っ
て

ふ
る
さ
と
の
青
し
ょ
う
面め
ん

金こ
ん

剛ご
う
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



〜ゆずる・とまる・まもる〜
暮らしの安全情報岡 山 県 警 察

情 報 交 差 点

マナーアップで
交通事故防止！

ゆずろう！ とまろう！ まもろう！
「思いやり」「ゆずり合い」の気持ちで
横断者・他車両に進路を「ゆずる！」

一時停止・赤信号・横断歩道等で
「とまってゆずる！」

速度・合図等を「まもる！」
信号や道路の横断方法を「まもる！」
夜光反射材を身につけ「身をまもる！」

目指せ日本一！ 交通マナーアップ

　６月９日㈯世界に誇る木下大サーカスの
初日オープニングショーに岡山県老人クラ
ブ連合会も招かれ、藤本 毅会長、岡 弘副
会長が出席いたしました。山陽新聞社創立
140周年記念並びに社会福祉事業協賛とし
て開催される世界最大級のサーカスの３か
月間長期公演です。
　県下の老人クラブを通じて、会員の皆様
にもご案内・ご招待・割引などのご配慮をい
ただいております。どうぞこの機会に2,000
人収容の赤いテントに展開する数々の演技・
動物の曲芸などスリルと迫力満点のショー
を団体、家族連れでぜひご参観ください。
会場：天満屋ハピータウン岡南店  特設会場
　　　岡山市南区築港栄町５-12

 （岡山県老連　事務局）

サーカスがやってきた  4年ぶり地元岡山公演
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老人クラブは、おおむね60 歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

（発行部数：50,000 部）

発行：（公財）岡山県老人クラブ連合会
　〒700-0807 岡山市北区南方2丁目13番1号
　岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館
 （きらめきプラザ内） 
　TEL（086）226-2877  FAX（086）226-2881

企画・印刷：昭和印刷株式会社
　岡山市南区豊成 3-1-27  TEL（086）264-6110

岡 山 県

■会 員 数

　　　144,969 人
■クラブ数
　　　2,613 クラブ

（平成30年3月末現在）

8月 7日㈫
8日㈬

第36回都道府県・指定都市
老人クラブリーダー中央セミナー

東京都
全社協会議室

10月11日㈭ 平成30年度
岡山県総合社会福祉大会 岡山市民会館

10月11日㈭
12日㈮ 第30回女性リーダーセミナー 東京都

全社協会議室
10月22日㈪

23日㈫ 中国・四国ブロックリーダー研修会 鳥取県米子市

12月 4日㈫
5日㈬ 第47回全国老人クラブ大会 沖縄県

宜野湾市
平
成
31
年

1月30日㈬
31日㈭

第24回在宅福祉を支える
友愛活動セミナー

東京都
全社協会議室

県老連等の行事予定

平成30年度（第43次） 岡山県老人福祉大学
９月からの日程

岡 山 倉敷① 倉敷② 津 山 高 梁
岡山市立市民文化ホール くらしき健康福祉プラザ 津山市総合福祉会館 高梁文化交流館

９月  3日㈪ 11日㈫ 20日㈭ 25日㈫  6日㈭
19日㈬

10月 25日㈭ 18日㈭ 23日㈫ 16日㈫  5日㈮
11月 29日㈭ 13日㈫ 20日㈫  1日㈭ 7日㈬
※日程は講師の都合により変更することがあります。
※９月の高梁会場は７月の大雨による延期の為、２回開催いたします。

岡山県老人クラブ連合会では、次号89号より紙面のリニューアルに伴い、
皆様の作品を次の通り募集いたします。

◆ 俳句　◆ 短歌　◆ 絵手紙　◆ 投稿文（身近な出来事、趣味などについて）

編 集 後 記

　この県老連だよりの発行に向けて掲載記事を取り

まとめていた最中に悲しく、むごい出来事が発生し

ました。７月豪雨災害です。県西部地域を中心に、

とりわけ倉敷市真備町では複数の河川が決壊し甚

大な被害を引き起こしました。県内で60名を超える

方々が亡くなられましたが、その80％を超える方々

は65歳以上の高齢者です。県老連としては他人ご

とではなく、直ちに被災地の高齢者や老人クラブの

支援に取り組むこととしました。今一度、各地域の

老人クラブでも地域の防災情報、避難場所、避難

情報への対応など、会員みんなで確認するようにし

てください。また町内会等と情報を共有されるよう

お願いします。今年は猛暑が続いています。体調管

理には十分に気を付けてください。

皆様の作品を募集いたします

応募締切日 平成30年10月15日㈪
● 投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
● クラブ名・住所・氏名・電話番号を必ずご記入ください。
● 編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の場合

は事務局により選考させていただく場合があることをご了承ください。
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。


